
地域で広める⼈⽣会議
-⻘森の地域緩和ケア連携調整員達の活動-

⻘森県⽴中央病院
緩和ケアセンター

⼭下 慈



⻘森県の現状
本州最北端の⻘森県
・総⾯積は 9,645.56km２、全国第８位の広さ
・⼈⼝：１２４．９万⼈

・⻘森県の⾼齢化率（2019年2⽉）32.07％と過去最⾼を更新
今別町が53.45％と14年連続で県内最⾼。
40％を超えた⾃治体は４０市町村の内１０市町村

・全国ワースト１位 短命県
がんの年齢調整死亡率と糖尿病の死亡率
もともに全国ワースト１位



都道府県がん診療連携拠点病院

⻘森県⽴中央病院

チャレンジプラン２０１９策定



協⼒してくれる地域の仲間

⻘森市医師会
⻄北五医師会

在宅緩和ケアマップ
⻘森県看護協会

⻘森市⻭科医師会
⻄つがる⻭科医師会
北五⻭科医師会
南⿊⻭科医師会

⻘森県薬剤師会
⻘森市薬剤師会

⻘森県健康福祉部
（医療薬務課・⾼齢福祉保険課）

１２市町村

⽇本認知症グループホーム
協会⻘森県⽀部
⻘森県⽼⼈福祉協会

⻘森県⽼⼈保健施設協会

⻘森病院事業管理者

⻘森県医師会
⻘森県訪問看護ステー
ション連絡協議会
全⽇病⻘森

⻘森在宅緩和ケア懇話会
【会員300名】

⻘森県⽴
つくしが丘病院
（精神病院）
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⼈⽣会議、さてどう進めますか？
病院だけで考えちゃだめ
地域の⼈に聞いてみなさい
地域がやる気になってくれるこ

とが⼤事なこと

地域の実態・ニーズ調査

⼈⽣会議の重要性を普及

体制づくり
地域とすすめる⼈⽣会議

船頭役のセンター⻑



地域の実態・ニーズ調査



⻘森県内の特養に⼈⽣会議の取り組みを調査
平成３０年４⽉に県内の特養を対象に調査
（⻘森県健康福祉部と協働調査）

６２施設が回答
・本⼈とは約７割が⾯談していない
内、利⽤者本⼈と意思疎通が可能である場合も３３．９％が話し合っていない

・施設では、家族と誰が話し合っていますか？
看護師３５％、⽣活相談員が３５．９％

・⾯談のタイミングは？
定期的に⾯談しているは４．８％
⼊所時が５８．１％、体調が悪化した時３５．５％

・「⼈⽣の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関す
るガイドライン」は８２．３％が勉強していない



⻘森市と東津軽郡の関係者への調査
１．対象及び調査期間
平成３０年１１⽉２８⽇〜１２⽉１９⽇
東⻘地区の市町村及び各職能団体、病院、
介護⽼⼈保健施設・介護⽼⼈福祉施設の５６施設

２．調査内容
①地域で共通した⼈⽣会議の内容を検討していく必要性
②平成３０年度のACPに関する研修会の実施状況
③令和元年度の研修会予定
④⼈⽣会議に関する取り組み状況



⼈⽣会議の取り組み状況をアンケート調査
３．結果
１）回収率６０.７％（３４施設/５６施設）
２）地域で⼈⽣会議の内容を共通していく必要性

１２％（４）

88%（30）

地域で⼈⽣会議の内容を共通していく必要性

わからない 必要だと思う

３）⼈⽣会議の研修会について
１９施設（55.9％）が研修会に協⼒したいと回答

9割近くが共通の
内容が必要と認識



⼈⽣会議の重要性を普及



「がん患者さんの声」が
地域住⺠に⼈⽣会議の重要性を訴える

一人暮らしの膵頭部がん患者
食べたい・歩きたい・話したいを実現した

故 若林 和子さん（86歳）

製作・著作 青森市医師会・青森テレビ
企画・プロデュース 南收

青森在宅緩和ケア懇話会
監修 青森県立中央病院

平成30年度医療介護総合確保法に基づく県計画（医療分）策定のための事業提案
（在宅医療研修）の助成⾦にて製作



地域と共に開催する研修会
・がん患者さんの⽣の声
を届けること

・関⼼のある団体と共催
で開催すること

・市町村に後援をお願いし、
市⺠だよりで広報



「がん患者さんの声」が県⺠に届く

アンケート⾃由記載⼀部抜粋
・⼈⽣会議を初めて知った。⾝内が遠⽅でなかなか会うことができな
いので、後悔しないよう話し合うことが⼤事だと思った

・周囲の⼈たちが押しつけや、せかすことがないよう、
注意・配慮が必要だと思った

・最期まで頑張って⽣き抜いた若林さんに敬意を表したい

・治療⽅法も⼤切ですが、家族とどう過ごのか、⽣きたい動機
を明確に持っておくことが⼤事だと思った

参加者が全員が⼈⽣会議に関⼼を持ったと回答



「がん患者さんの声」が
地域住⺠に⼈⽣会議の重要性を訴える

一人暮らしの膵頭部がん患者
食べたい・歩きたい・話したいを実現した

故 若林 和子さん（86歳）

製作・著作 青森市医師会・青森テレビ
企画・プロデュース 南收

青森在宅緩和ケア懇話会
監修 青森県立中央病院

平成30年度医療介護総合確保法に基づく県計画（医療分）策定のための事業提案（在宅医療研修）の助成⾦にて製作

誓約書のお願い
・在宅医療及び⼈⽣会議に関わる医療・介護関係者のために製作したDVD
・DVDの複製、改変、放送、レンタル、インターネット、モバイル等の発信
はできません。

上記内容について誓約頂くことをお願いします。

若林さんが伝えたかったこと、⼤事にしたかったこと
ぜひ皆さんの地域に届けてください。



「津軽弁でやれば、
おもしろぐなるんでねべが？
やってみるが･･･」

社会福祉法⼈中央福祉会が市⺠、医療・介護関係者を対象に
⼈⽣会議普及に向けて取り組んでいます。

資料2019年2⽉24⽇朝⽇新聞掲載



「どせばいい」ゲームに参加した県⺠の声

アンケート⾃由記載⼀部抜粋

・死を考えることは、⾃分の⽣き
⽅を考えることだと思いました

・カード等で⾊々考え、発⾔でき
ることが⼀番素晴らしい

・とてもよい時間でした。⾃分⾃
⾝の⼈⽣会議を考えることが
できました

・いろいろな考え⽅がわかり
楽しかったです



新たな挑戦 認知症になる前の⼈⽣会議

精神専⾨病院
⻘森県⽴つくしが丘病院と共催
がんから始まり、
認知症疾患や⾼齢者に拡⼤



新たな挑戦 患者の意向を尊重した意思決定のための研修会

神⼾⼤学からの⽀援により
「患者の意向を尊重した意思決定のための研修会 相談員研修会」

令和２年２⽉２２⽇開催予定

主催：⻘森県⽴中央病院
後援：神⼾⼤学医学部附属病院、⻘森県医師会、⻘森県⻭科医師会

⻘森県薬剤師会、⻘森県看護協会、⻘森在宅緩和ケア懇話会
⻘森県⽼⼈保健施設協会、⻘森県⽼⼈福祉協会、⻘森県介護⽀
援専⾨員協会

地域からの声
・医療、介護関係者
「参加したいけど医師がいないと参加できないのは困る」
「参加すると施設（⽼健）に医師がいなくなる」
「医師に参加したいからと声をかけるのはちょっと・・・・」

１軒１軒、メールと電話、医師会等の地域の会議で
地域の医師に参加をお願い
⼈との縁を紡ぐことで、⼀緒に地域に広める仲間が増えていく



⼈⽣会議を進める体制づくり



私達が次に⽬指したい「岩⼿県北上市」の紹介

岩⼿県北上市「わたしのきぼうのノート」
https://www.city.kitakami.iwate.jp/life/kenko_fukushi_kaigo/koreishafukushi/13626.html

「思いを紡ぎ、伝える」の「わたしのきぼうのノート」
市⺠と⾏政、医療者が⼀緒に作成した⼼づもりのノート
⾃分の過去・現在・未来を考えることが出来る内容
５つのテーマ
・わたしの連絡帳
・これからの⼈⽣プラン
・もしも⽣活の⼿助けが必要になったら
・⽼いや病気と共にくらしていく
・わたしの想いを伝える
ここがすごい！
・住⺠が参画して作成したこと
・⾃分の過去と現在、未来を考える内容であること
・⾏政が主体となり地域に普及活動をしていること
（地区ごとに実際に記⼊する勉強会の開催）

https://www.city.kitakami.iwate.jp/life/kenko_fukushi_kaigo/koreishafukushi/13626.html
https://www.city.kitakami.iwate.jp/life/kenko_fukushi_kaigo/koreishafukushi/13626.html


⼈⽣会議を地域が⼀体となって進めていくために

がんから始まり、今は県⺠が対象になりました。
それは、
がん患者さんが望んでいることは、県⺠皆が望んでいることだか
らだと思います。
私達が地域で⼈⽣会議を広めていくために⼤事にしていること
・１軒、1軒地域をまわる地道な活動を⼤事にする
・否定はしない、地域の強みを発掘する
・主体は病院ではなく、地域が主役である

⼈との縁、関係、想い、夢、命、⾊々なことを紡ぐ
ことで仲間ができ、そして地域は強くなる

ご清聴ありがとうございました
⻘森の地域緩和ケア連携調整員⼀同より


